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【緒言】銅酸化物高温超伝導体では，薄膜試料において可視光レーザー照射による光誘起超伝導

の発現が見出され，化学的処理によらないキャリアドープが可能になった．これは，可視光よ

りも優れた透過度と高いエネルギーをもつ放射線の照射によって，薄膜のみならずバルク材料

においてさえ同様の特性変化を引き出し得る可能性を示唆す

る．我々はこれまでに，X線照射後のバルク材料の伝導特性変

化を明らかにしてきた．本研究では，X線よりもエネルギーの

高い γ 線を用い，YBCO 系，GdBCO 系バルク材料に対する γ

線照射効果を，磁化率の変化を通じて調べた． 

【実験】YBCO，GdBCO の合成には固相法を用い，それぞれ

のペレットを大気圧下において 950°Cで 15 h焼成した．これ

を粉砕混合したものに，γ線（60Co）を室温で 1 kGy（1 h）照

射した後，ドライアイス温度にて 4 h 放置し，SQUID でその

後の磁化率の時間変化を調べた．磁化率測定に際しては，印加

磁場を 5 Oe，温度域を 0.5 K/minの掃引速度で 10~100 Kとし，

1回あたり 3.5 hほどかけた測定を 5回繰り返した． 

【結果と考察】Fig,1，Fig3に YBCO，GdBCO試料における放射

線照射後の磁化率の時間変化をそれぞれ示す．YBCOでは，90 

K付近で磁化率が急激に減少することが分かる．これは，90 K

付近以下での強い反磁性を示す．Fig.2は Fig.1の 90 K付近の

拡大図である．γ線照射前後での転移温度 Tcはいずれも 93 Kであり，変化は見られなかった．

照射後の磁化率は照射前より減少したが，7 h以上経過した段階での磁化率の温度依存性は，照

射前のそれとほぼ同一であった．これらの結果は，γ線照射によって超伝導領域が増大すること，

その効果が少なくとも 4 時間は持続すること，そして更なる時間経過によってその効果が緩和

すること，を示唆する．GdBCO でも， YBCO 試料と同様，γ 線照射前後での Tcの変化は見ら

れなかった．照射直後(4 h経過後)の磁化率は 50~70 K付近で，照射前より若干下回ったが，YBCO

のように照射前と照射後に大きな変化は見られなかった．しかし，照射から 7 h以上経過すると，

磁化率は照射前の試料よりも大きくなった．以上より，YBCOでは γ線照射によって磁気特性が

大きく変化するが，GdBCOではその効果が発現しにくいことが分かった．  

Fig.1 YBCOにおける放射線照射後の 

磁化率の時間変化 

 

Fig.3 GdBCOにおける放射線照射後の 

磁化率の時間変化 

Fig.2 Fig.1の 90 K付近の拡大図 
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